
の
坐
雰
必
全
紹
介
章
凧
率
の
尖
丙
坐
慕
必
奎
双
奉
の
坐
嘉
必
会

日
本
医
史
学
会
の
中
で
、
医
薬
の
民
俗
文
化
は
実
に
興
味
深
い
重
要

な
一
分
野
で
あ
る
。
学
会
発
表
は
少
な
い
が
、
い
ま
ま
で
に
花
咲
一
男

「
江
戸
売
薬
誌
』
・
三
浦
孝
次
『
加
賀
藩
の
秘
薬
』
・
玉
川
信
明
『
反
魂

丹
の
文
化
史
』
・
宗
田
一
『
日
本
の
名
薬
一
・
宗
田
一
（
監
修
）
「
日
本
の

伝
統
薬
」
な
ど
の
名
著
が
あ
る
。
本
書
に
は
こ
れ
ら
の
諸
害
に
見
ら
れ

な
い
記
事
が
半
数
も
占
め
て
い
る
。
天
台
烏
薬
・
黒
焼
・
梅
肉
エ
キ
ス
・

忍
術
丸
・
万
能
膏
・
打
身
丸
・
椿
油
・
ヤ
イ
ト
・
紫
雪
・
紅
花
・
く
す

り
の
町
・
巡
礼
な
ど
。

こ
の
外
、
日
本
に
は
す
で
に
消
え
失
せ
た
も
の
や
今
ま
さ
に
亡
失
寸

前
の
貴
重
な
も
の
が
多
い
。
本
書
は
「
現
代
と
未
来
に
問
い
掛
け
る
」

こ
と
を
目
的
意
識
し
て
い
る
点
も
新
し
い
。
現
代
の
法
律
制
度
や
社
会

に
対
し
て
大
き
な
警
告
を
発
し
、
医
史
学
家
や
薬
史
学
者
に
奮
起
を
促

し
て
い
る
。

著
者
の
鈴
木
昶
氏
は
還
暦
を
迎
え
る
薬
剤
師
さ
ん
だ
が
、
か
っ
て
薬

事
日
報
の
編
集
長
も
つ
と
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ

け
あ
っ
て
、
文
章
も
う
ま
く
読
み
や
す
い
。
相
当
の
学
識
の
上
に
、
川

柳
や
絵
な
ど
の
芸
術
的
セ
ン
ス
も
素
晴
し
い
。
何
よ
り
も
現
地
探
訪
で

確
か
め
ら
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
医
史
学
の
新
し
い
発
見
に

鈴
木
昶
著
「
江
戸
の
妙
蓉
歪

は
、
実
際
踏
査
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

現
地
探
訪
を
す
る
と
、
机
上
で
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
新
し
い

事
実
が
見
付
か
り
、
そ
こ
か
ら
ま
た
新
し
い
疑
問
が
湧
き
、
次
か
ら
次

と
発
展
し
て
ゆ
く
。
興
味
が
尽
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
医
史
学
的
な
追

跡
か
ら
事
物
の
根
源
に
迫
り
将
来
の
在
り
方
に
大
き
な
示
唆
を
受
け
る

の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
本
書
の
ヤ
イ
ト
の
章
で
は
、
鍼
灸
の
モ
グ
サ
に
つ
い
て
記

さ
れ
て
い
る
が
、
私
も
先
年
、
伊
吹
山
（
滋
賀
県
と
栃
木
県
）
に
足
を
運

び
、
痛
切
に
感
ず
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
モ
グ
サ
な
ど
医
療
経
済
か

ら
み
れ
ば
価
値
は
微
々
た
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
古
代
中
国
医
学

か
ら
日
本
の
現
状
に
至
る
ま
で
、
一
つ
モ
グ
サ
の
医
史
学
を
調
べ
て
も
、

戦
懐
さ
え
覚
え
る
数
々
の
謎
に
漂
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
著
書
も
こ
の

点
に
触
れ
、
未
知
の
世
界
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

本
書
の
書
名
が
江
戸
と
あ
り
、
内
容
を
誤
解
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

が
、
江
戸
は
近
世
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
妙
薬
は
昔
の
人
の
病
気
に

だ
け
で
な
く
、
我
々
医
史
学
徒
に
勇
気
を
与
え
る
効
果
が
あ
る
こ
と
誠

に
妙
で
あ
る
。

（
多
留
淳
文
）

〔
岩
崎
美
術
社
、
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
三
’
三
九
’
六
、
電
話
○
三
’
三

八
二
四
’
一
七
三
一
、
一
九
九
一
年
、
菊
版
、
総
二
二
四
ペ
ー
ジ
〕

(141)269




